








































































































































































































































































































































































































回号 発行高 償還高 期末残高
1938年下 第ユ回 10，000 ユ0，000
1939年上 第2回 10，000 20，000
〃　下 篤3回 ユ0，000 30，000
1940年上 第4回 30，000 60，O00
ク　下 第5回 15，OOO 75，000
1941年上第6，7，8回 30，000 150 104，850
〃　下 第9回 10，000 300 ユ14，550
1942年上第IO，ユ1回 20，000 400 134，工50













































































銀行名 店舗数 大蔵省（店） 告示番号 告示年月日
紐育ナショナル・シティ銀行；1〕 4 第147号 1933．6．10
蘭　印　商　業　銀 行 2 第王50号 1933．6．13
香港上　海銀 行 3 第15ユ号 〃
中 国 銀 行 1 第152号 〃
チャータード銀行 2 第153号 〃
和 蘭 銀 行 1 第154号 〃
巳 仏 鍍 行 2 第156号 〃
満州　中　央銀 行 1 第248号 1937，9．22
印　度 支那銀行｛2i ユ 第252号 1941．7．9
〃 ユ 第571号 1942．1O．28
満　州　興　業　銀 行 1 第690号 1942．12．22
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当座預金 当座付替 当座預金 当座付替
インターナショナル銀行 1923．9．一
紐育ナショナル・シティ銀行＝li ユ927．5．181927．5．ユ81927．7．25ユ927．7，25
蘭 印 商 業 銀 行 ユ929．7．311929．7．311927．7．251927．．7．26
チ ヤ　ー タ 一 ド銀行 1927．7．251927．7．26
香 港 上 海 銀 行 1929．12．51929．12．51927．7，251927，7．27
和 蘭 銀 行 1927．7．25
独 亜 銀 行 一 ユ927．7．251928．ユ、12
満 州 中 央 銀 行＝2〕 （1942．10、一）
独 逸 東 亜 銀 行 1943．7．19
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84 　　早稲田商学第366・367含併号
第6表　本邦経常収支と外銀為替取扱高
　　　　　　　　　　　　　　（単位・百万円）
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　「1　　　　　　　本邦経常収支　　　　　　（B）　I　B
??????????
受取
　　　（A）．外銀為替支払計1取扱高．
?（?）
??????????? 貿易貿易外
???? ???????????
計 500
5491ユ．0491　306■　　　　，
29．2
??????????
貿易貿易外
????
6841　　1185i　i
計 855 　　　　■86911・724「　6643冬．5
?，???＝「?）?
貿易貿易外 2，414’　7742・：1：」i　　一
計 3，188，3．515　6．703　2，67339，8
????????）??
貿易貿易外 5，418ユ、7394．6533，829
計 7，1578，482　　ユ5，639　－　3，07219．6
（出典〕　日本銀行閉治以降本邦主要経済統言†j昭和41年
　　大蔵省『銀行便覧j大正7隼
　　同畷行局年剃傭5工次，第65次〕
について考察しよう。
　まず，インターナショナル銀行東京支店が1923年（大正工2年）9一月日本銀行
本店に当座預金勘定を開設した。これは在日外国銀行の日本銀行との預金取引
第1号である、大主年聞にはこれに続く外国銀行はなかづたが，昭和期に入る
と，外国銀行が陸続と対日銀取引を始めた（第4表参照）㈱。しかも，昭和期
においては，日本銀行本店よりも，同行神戸支店における取引が盛んになって
いるが，これは関東大震災一（大正12年）以降，多くの外国銀行が在日拠点を横
浜から神戸へ移したことの現われとみられる。
　外国銀行のなかで，預金利子協定に最初に加盟したのは紐育ナショナル・シ
ティ銀行東京支店で，同行はユ937年（昭和12年）10月，東京預金利子協定への
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加入を認められた㈱。続いて，蘭印商業銀行東京支店が同年11月，日仏銀行東
京支店が同年12月に，東京預金利子協定に加盟した㈱。さらに，翌1939年1月
満州中央銀行東京支店が，東京預金利子協定に加入を認められた㈹。
　最後に，昭和初期における在日外国銀行の経営規模及び収益動向について概
観しよう。外国銀行の総資産は，第5表に示したように，1937年（昭和12年）
をピークに以降急減しており，経営環境の悪化を如実に反映している。外国銀
行の主力業務である外国為替取扱高は，第6表にみるように，明治・大正期に
比べて，昭和初期に増加しているものの，日本の経常収支の対比でみると，
1940年（昭和15年）にはかなり低下している。要するに，昭和初期は臨戦体制
が進んでいた過程であり，外国銀行，とくに敵性国とみられた国の銀行にとっ
ては，きわめて厳しい時期であったという外はない。
（本研究に対して1995年度特定課題研究助成費〈個人研究〉を受領した。）
注u〕大阪銀行集会所『大阪銀行通信録j第403号，昭和6年3月．89ぺ一ジ由立脇和夫「載前期長
　　崎における外国銀行とその特徴」（長崎大学『経営と経済』第ユ78号，昭和60年10別264ぺ一ジ。
　　十八銀行『百年の歩み』昭和53隼，299ぺ一ジ。
　（2〕『大阪銀行通繕録j第410号，日召和6年ユ0月，8Cぺ一ジむ東京銀行集会所『銀行通信劉第92巻，
　　第549号，昭和6年ユO月20日，465ぺ一ジ。
　13〕田中兄一『日本の銀行広告史』学陽書爵，昭和56隼，770ぺ一ジ（原典，『東京朝日新聞』昭和
　　2年1月10日）o
　ω　大蔵省縢33回銀行総覧』（昭和元隼刺
　15〕『第36回銀行総覧』（昭和4隼末j，『第37回銀行総劃（昭和5年末）。なお，丁加勘睨后㈱
　　刈伽舳舳d篶鮒脇后ではユ937－38隼版まで横浜支店が掲載されている。
　㈹　『第36回銀行総覧j（日召和4隼末），隙37回銀行総覧」く昭和5年末〕、隙38回銀行総覧』（昭和
　　6年末），『第39回銀行総覧』（昭和7年末〕。なお，丁加肋冊后榊舳伽㎜“祀d　r鮒Boo毘では横浜
　　支店の掲載は1924－25年版が最終となっている。
　17〕『銀行通信鋤第84巻，第498号，昭和2年7月20日，79ぺ一ジ。同誌，第93巻、第555号，昭
　　和7年皇月20日，84ぺ一ジ。
　18〕厳密にいえば、和蘭銀行は、ユ859年に長崎の出島に進出した経緯があるが，当時は銀行でなく，
　　商社であった。詳しくは，立脇和夫r在日外国銀行史H日本経済評論社　1987年〕14－6ぺ一ジ
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　参照。
19〕吠阪銀行通信録』第411号，昭和6年11月，82ぺ一ジ。
00立脇和夫「戦前期の在日外国銀行」（刺（r早稲田商学j第360・361合併号　1994年9月。
ω　Bratter．H　M．．∫ψ血吻5芭3螂肋棚κU　S．Departmeot　o丘Com皿eroe，Washm鮮on　D　C．，1931
1I劃　畷行通信録j第90巻第539号，日召和5年12月20日，ユ1ユページ。
l13　田中前掲書770ぺ一ジ（原典，『東京朝日新聞』昭和2年1月ユO日〕。丁加B鉋蜆后舳刈舳鮒血1一∂
　γ鮒B螂oりg26－2Z♪147Z伽d．1927－28声1476一なお，政府の認可日は、昭和元年12月28日
　（隣33回銀行総覧j〕。
04　その後、1955年にThe　First　Nati㎝al　Ba日k　of士he　City　ofNe平Yorkと合併し，The　First
　N邊tlonal　Clty　Bank　of　New　Yorkと改称した。さらに，ユ962年にFirst　Natlon劃1City　Bankと改称
　し，1976年C1tibankN　Aと改め，今日に至っている。
蝸　r銀行通信録j第ユC4巻，第622号，昭和12年u月20日，446ぺ一ジ。
Oθ上掲誌，剃06巻，第632号，昭和ユ3年9月20日、253ぺ一λ同誌同巻第635号，昭和13年12月
　20日，493ペニジ。
○カ　日本銀行金融研究所『日本金融史年表』昭和63年。
08　吠阪銀行通信録』第525号，昭和ユ6年5月、38ぺ一ジ。『銀行通信鍬第1I2巻，第669号，昭
　和ユ6年ユO月20日，334ぺ一ジ。
1工9　『大阪銀行通信録j第403号，昭和6年3月，83ぺ一ジ。同誌、第409号、昭和6年9月，73
　ぺ一ジ。
20　上掲誌，第409号，73－4ぺ一ジ。
⑫1〕上掲誌，第482号，昭和ユ2年10月，51ぺ一ジ。『銀行通信録』第工04巻，第621号，昭和12隼ユO月
　20日，357ぺ一ジ。
鯛　滴州中央銀行『満州中央銀行要覧』大同2年。同τ満州申央銀行十年史j康徳9年。島崎久彌
　旧の侵略史』日本経済評論社，ユ989年，l08－9ぺ一ジ。
㈱　『銀行通信録j第工C4巻，第621号，到召和12年10月20日，357ぺ一ジ。
㈱　上掲誌，第107巻，第637号；昭和14年2月20日，148ぺ一ジ。
鯛　『大阪銀行通信録j縞33号，昭和17年ユ月，33ぺ一ジ。
㈱　大蔵省告示，昭和16年第252号。同告示，昭和7年繁575号。同告示，同年第571号。
吻　朝鱗銀行調査課r海外銀行現勢』大正4年10月，2CCぺ一ジ。
㈱　島崎前掲書，353－4ぺ一ジく大蔵省理財局丁金融協定等関係集』465－75ぺ一ジ〕。
㈱　大蔵省告示，昭和17年第571号及び桑575号。なお，営業認可は『第49回銀行総覧』（昭和1碑
　末jでは，昭和ユ7年1C月26日，『銀行通信録』第113巻，第673号刊ま昭和16年n月21日，とある。
　　大蔵省告示，昭和17年第690号。満州興業銀行r満州興業銀行誌』康徳9年，29ぺ一ジ。
　　満州興業銀行臓州興業銀行概劉康徳10年，1二2ぺ一ジ。島崎前掲書，112－3ぺ」ジ。
　　構州興業銀行，上掲書，15－6ぺ一ジ。
　　大蔵省告示，昭和8年第262号。
　　全国金融統制会r全国金融統制会報』第2巻，第3号，昭和ユ8年3月，406ぺ一ジ。
　　上掲誌，370ぺ一ジ。
　　吠阪銀行通信録j第432号。昭和8隼8月、69ぺ一ジ。
　　日本銀行r日本銀行沿革史j第3集，第16巻，419－423ぺ一ジ。
　　隙行通信録j第106巻，第635号，昭和13年12月20日、57ぺ一ジ。
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㈱対米為替相場に関しては1938年3月，対英為替相場に関しては同年4月に成立。
㈹　1938年（昭和13年〕7月原材料輸入資金を確保するため，日本銀行の正貨準備から3億円をさ
　いて設立したもの。
㈹　日本銀行，上掲書，同集同号，515－5ユ9ぺ一ジ。
幽　日本銀行，上掲書，第2輯，第3巻，昭和37年。同第3集，第3巻，昭和39年。同第4集・第
　6巻，昭和45年。
㈹　r東京銀行通信録』第104巻，第622号，昭和12年11月2C日，446ぺ一ジ。
㈱　上掲誌，同巻第623号，昭和12年12月20日，536ぺ一ジ。
鯛　上掲誌，第105巻，第624号，昭和13年1月20日，73ぺ一ジ。同誌，第107巻第637号，昭和14
　年2月20日，54ぺ一ジ。
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